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Q34a X線分光撮像衛星 XRISMによる天の川銀河の中心領域からの中性鉄輝線の
観測
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天の川銀河の中心領域からの拡散X線放射のスペクトルにおける最大の特徴の 1つは、中性状態の鉄原子から
の蛍光X線 (E = 6.4 keV; 以降、中性鉄輝線) である。中性鉄輝線と分子雲の分布が空間的に相関していること
から、外部のX線天体による光電離、あるいは宇宙線による内殻電離が起源と考えられてきた。輝線強度の時間
変動が観測されたことで、超巨大ブラックホールいて座A*の過去のX線フレアを分子雲が反射しているというX
線反射星雲シナリオが最も有力となった。一方、輝線強度の時間変動を示さない分子雲も存在し、宇宙線による
寄与も無視できない。事実、ガンマ線や電離率の観測は、銀河中心領域における高い宇宙線密度を示す。中性鉄
輝線の放射にはX線と宇宙線の両方が寄与していると考えるのが最も妥当だろう。解決すべきは両者の割合であ
る。XRISMによる超精密分光は、鉄以外からの元素からの輝線の強度やその等価幅の精密測定、コンプトン散乱
や多重電離に伴うスペクトル構造の検出によって、両者を定量的に区別すると期待できる。本講演では、XRISM
衛星が 2024年 2月下旬に取得した天の川銀河の中心領域のスペクトルに基づき、中性鉄輝線の起源を議論する。


